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○本部・事務局移転の

　お知らせ

　「ふるさとネット」

の三宅島本部と東京事

務局を佐藤会長の転居

により統合して下記の

通り移転します。

新住所

［本部・事務局］

〒 173-0005

東京都板橋区

　　　　仲宿２番地１

携帯：090-4922-0798

　　　　　（佐藤就之）

FAX：03-3964-4065

［三宅島支部］

〒 100-1101

東京都三宅島三宅村

　　　神着 1391 番地

携帯：080-192-5459

　　　　（光安千久子）

事務局便り

平成 26 年度版	 管内概要より

貴重な文化財 再認識を
　

東
京
都
三
宅
支
庁
の
「
26

年
度
版　

管
内
概
要
」
が
今

年
に
な
っ
て
発
表
さ
れ
た
。

 

三
宅
島
の
重
要
な
デ
イ

タ
ー
が
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

実
は
、
こ
の
稿
は
、
元
東
京

都
職
員
で
三
宅
島
支
庁
総
務

課
課
長
で
あ
っ
た
齋
藤
實
・

危
機
管
理
勉
強
会
塾
長
が
三

回
に
わ
た
り
書
い
て
く
だ
さ

る
予
定
で
あ
り
、
期
待
し
て

い
た
が
残
念
な
こ
と
に
突
然

お
亡
く
な
り
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

 

齋
藤
様
に
は
、
三
池
・
沖
ヶ

平
元
高
濃
度
地
区
が
前
村
長

の
時
に
頓
挫
し
て
し
ま
っ
た

復
興
策
に
つ
い
て
、
相
談
を

し
て
お
り
、
街
づ
く
り
の
専

門
家
も
同
伴
し
て
島
を
訪
れ

た
り
し
た
矢
先
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

今
回
は
、
春
、
夏
の
観
光

シ
ー
ズ
ン
を
控
え
て
「
三
宅

島
の
指
定
文
化
財
」
の
一
部

を
紹
介
し
た
い
。

 

文
化
財
に
は
、
坪
田
、
海

蔵
寺
の
菩
薩
立
像
や
カ
ラ
ス

バ
ト
、
ア
カ
コ
ッ
コ
、
カ
ン

ム
リ
ウ
ミ
ス
ズ
メ
、
イ
イ
ジ

マ
ム
シ
ク
イ
の
国
指
定
５
件

が
あ
る
。

 

ま
た
東
京
都
指
定
は
、
無

形
民
俗
文
化
財
と
し
て
神
事

や
踊
り
、
８
月
の
富
賀
神
社

の
巡
り
神
輿
、
７
月
の
御
笏

神
社
の
神
事
な
ど
多
数
指
定

さ
れ
て
い
る
。
右
記
の
一
覧

は
、
三
宅
村
指
定
で
あ
る
が

天
然
記
念
物
が
多
い
。

三宅島の文化財

 

ア
カ
コ
ッ
コ

館
や
都
の
農
林

水
産
総
合
セ
ン

タ
ー
を
訪
ね
て

聞
く
こ
と
も
で

き
る
。
島
に
来

る
観
光
客
は
釣

り
客
や
イ
ル
カ

ウ
ォ
チ
ン
グ
が

主
流
と
な
っ
て

い
る
。
自
然
も

捨
て
た
も
の
で

は
な
い
の
だ
。

・
５
月
17
日
（
日
）

　

12
時
よ
り
（
雨
天
中
止
）

・
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が　

　

三
宅
島
特
産
店
を
販
売

・
明
日
葉
、
竹
の
子
、
く

　

さ
や
等
、
た
く
さ
ん
揃

　

え
ま
し
た
。

・
有
名
商
店
街
で
す
、
遊

　

び
が
て
ら
お
出
で
く
だ

　

さ
い
！
お
待
ち
し
て
い

　

ま
す
。

※
東
京
メ
ト
ロ
東
西
線　

　

神
楽
坂
駅
下
車
１
番
口

　

す
ぐ
、
ま
た
は
JR
中
央

　

線
飯
田
橋
駅
下
車
約
徒

　

歩
20
分

神楽坂

あ
おぞ

ら市

　

平
成
26
年
度
版
三
宅
支
庁
の
管
内
概
要
に
関
し
て
は
、
元

三
宅
島
支
庁
総
務
課
長
で
あ
っ
た
齋
藤
實
氏
に
分
析
を
お
願

い
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
突
然
の
ご
逝
去
に
よ
り
叶
わ
な
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
島
の
文
化
財
の
一

部
を
紹
介
、
島
を
振
り
返
る
機
会
に
し
て
ほ
し
い
。
（
佐
藤
）

捨
て
た
も
の
で
な
い
自
然

三
宅
島
新
報

三
宅
島
新
報
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平成 26 年度の活動報告

　ふるさとネットは、4 月 11 日に巣鴨の喫茶ルノアールで総
会を開催した。この中で平成 26 年度の活動報告、および 27
年度の活動方針が承認された。今年度の活動としては、本部
を島からの移転する中でも島内活動の充実を図ることや、こ
れまで行ってきた「ふれあいコール」の継続などが示された。

 

平
成
26
年
度
の
活
動
方
針

は
、
①
三
宅
島
噴
火
災
害
の

全
国
情
報
発
信
活
動
②
ふ
れ

あ
い
コ
ー
ル
③
支
援
者
層
の

交
流
と
広
が
り
④
ご
寄
付
・

活
動
等
の
協
力
の
呼
び
か
け

⑤
島
内
で
の
活
動
強
化
な
ど

の
重
点
を
平
成
26
年
度
総
会

で
決
め
た
。

　

情
報
発
信
の
中
軸
は
、「
三

宅
島
新
報
」
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
あ
る
。
新
報
は
Ｄ
Ｔ
Ｐ

Ａ
の
努
力
で
隔
月
発
行
を
続

け
る
こ
と
が
出
来
た
。
３
月

１
日
号
は
、
新
報
50
号
特
集

号
で
１
面
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委

員
の
山
崎
登
さ
ん
に
ご
寄
稿

を
頂
き
「
災
害
と
情
報
の
役

割
」
が
提
起
さ
れ
た
。

　

ま
た
平
成
27
年
３
月
１

日
、
第
56
号
は
帰
島
10
周
年

記
念
号
で
、
災
害
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
、
京
町
（
ミ

ヤ
コ
）
さ
ん
と
、
永
井
タ
ケ

子
さ
ん
に
、
噴
火
当
時
と
長

期
全
島
避
難
で
帰
島
で
き
な

か
っ
た
、
母
の
無
念
を
綴
っ

て
も
ら
っ
た
。
ネ
ッ
ト
の
協

力
で
、
東
京
新
聞
、
毎
日
新

聞
な
ど
マ
ス
コ
ミ
各
社
も
数

回
に
わ
た
り
帰
島
10
周
年
の

関
連
報
道
が
な
さ
れ
た
。

　

支
援
者
の
広
が
り
で
は
、

日
本
舞
踊
家
の
鶴
吉
師
匠
が

主
催
し
て
「
が
ん
ば
れ
！
ふ

る
さ
と
～
完
全
復
興　

三
宅

島
・
東
日
本
・
伊
豆
大
島
」

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
イ
ベ
ン
ト
が

盛
大
に
開
か
れ
た
。

　

一
方
で
残
念
な
の
は
、
９

月
に
阪
神
・
淡
路
の
黒
田
裕

子
さ
ん
、
12
月
に
危
機
管
理

勉
強
会
齋
藤
實
さ
ん
が
死
去

さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
謹
ん

で
追
悼
の
意
を
表
し
た
い
。

前年度の
取り組み

災
害
情
報
の
発
信
な
ど
確
実
に

黒
田
さ
ん 

齋
藤
さ
ん
に
追
悼
の
意

本部の移転などを承認
ふるさとネット	27 年度総会を実施

４月 12日（土）総会　あおぞら市打ち合わせ

５月

三宅島新報第 51 号発行

ふるさとだより発行

神楽坂あおぞら市打ち合わせ　

18 日（日）神楽坂あおぞら市に出店

６月 ７日（土）第 36 回世話人会　18:30 ～ 20:30

７月
三宅島新報第 52 号発行

ふるさとだより発行

９月

三宅島新報第 53 号発行

ふるさとだより発行

６日（土）第 37 回世話人会　18:30 ～ 20:30

神楽坂青空フェスタ打ち合わせ

１０月 神楽坂青空フェスタに出店　→台風のため中止

１１月
三宅島新報第 54 号発行　ふるさとだより発行

支援者の集い出欠確認（新報と共に葉書き郵送）

８日（土）第 38 回世話人会　18:30 ～ 20:30

１２月
ふれあいコール

13 日（土）三宅島支援者の集い　19:00 ～ 21:00

１月
三宅島新報第 55 号発行

ふるさとだより発行

３月
三宅島新報第 56 号発行

ふるさとだより発行

16 日（月）第 39 回世話人会　18:30 ～ 20:30
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①
帰
島
10
周
年
、
噴
火
災
害

15
周
年
を
迎
え
て
、
組
織
再

編
を
次
の
通
り
行
う
。

　

第
一
に
、
三
宅
島
の
佐

藤
会
長
が
東
京
都
板
橋
区

に
転
居
す
る
為
に
、
本
部
・

事
務
局
を
統
合
し
移
転
す

る
。

本

部
・

事

務

局
を
、

〒
１
７
３
ー
０
０
０
５　

東

京
都
板
橋
区
２
ー
１　

佐
藤

就
之
会
長
宅
（
☎
０
９
０　

４
７
２
２
０
７
９
８
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
０
３　

３
９
６
４　

４
０
６
５
）
に
。
そ
れ
に
伴

い
、
三
宅
島
支
部
を
次
に

設
置
す
る
。
〒
１
０
０
ー

１
１
０
１　

東
京
都
三
宅
島

三
宅
村
神
着
１
３
９
１　

光

安
千
久
子
副
会
長
・
三
宅
島

支
部
長
宅
（
☎
０
８
０　

１
１
９
２　

５
４
５
９
）
。

②
情
報
活
動
で
は
「
三
宅
島

新
報
」
を
、
年
に
４
回
、
季

刊
号
（
５
月
１
日
、
７
月
１

日
、
10
月
１
日
、
１
月
１
日
）

と
す
る
。
Ｈ
Ｐ
で
最
新
情
報

と
し
て
三
宅
島
と
各
地
の
被

災
地
の
情
報
を
充
実
す
る
。

③
イ
ベ
ン
ト
関
係
で
は
、
５

月
の
神
楽
坂
あ
お
ぞ
ら
市
に

参
加
し
年
一
回
と
す
る
。
ま

た
「
三
宅
島
支
援
者
の
集
い
」

の
開
催
に
つ
い
て
世
話
人
会

で
検
討
す
る
。

④
「
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ル
」「
在

京
者
訪
問
活
動
」
な
ど
在
京

者
に
対
す
る
情
報
発
信
や
悩

み
な
ど
に
対
応
す
る
活
動
を

継
続
す
る
。

⑤
三
宅
島
で
の
活
動
を
今
後

ど
う
す
る
か
、
在
島
の
ネ
ッ

ト
会
員
等
と
も
話
し
合
い
を

行
う
。

　

再
生
・
復
興
に
関
す
る
専

門
家
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
島

内
外
の
交
流
に
つ
い
て
強
化

を
す
る
。
現
在
の
マ
ス
コ
ミ

等
と
の
連
携
に
つ
い
て
は
、

三
宅
島
の
災
害
を
風
化
さ
せ

な
い
た
め
に
重
要
で
あ
る
。

佐
藤
会
長
と
光
安
副
会
長
を

窓
口
に
し
て
継
続
を
は
か
り

た
い
。

⑥
今
後
の
中
・
長
期
取
り
組

み
と
し
て
、
昭
和
期
の
20
年

周
期
の
噴
火
災
害
の
発
生
の

行
方
を
注
視
し
な
が
ら
、
今

回
の
前
例
の
な
い
２
０
０
０

年
噴
火
災
害
の
記
録
を
被
災

者
の
立
場
か
ら
記
録
に
と
ど

め
、
今
後
の
各
種
災
害
の
教

訓
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
協
力
者
を
求
め
取
り
組

み
を
始
め
た
い
。

⑦
15
年
間
の
三
宅
島
噴
火
災

害
の
長
期
化
に
よ
り
島
内

ネ
ッ
ト
会
員
の
死
亡
や
高
齢

化
、
ま
た
同
じ
く
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
や
支
援
者
も
世
代
交

代
が
進
ん
で
い
る
。
こ
れ
か

ら
も
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
を
継

続
す
る
た
め
に
は
、
一
段
と

努
力
が
い
る
。

　

特
に
、
活
動
を
継
続
し
て

い
く
た
め
に
は
、
支
援
者
の

物
心
両
面
の
ご
支
援
が
重
要

と
な
り
ま
す
。
今
後
も
皆
さ

ま
の
ご
寄
付
と
活
動
参
加
の

ご
支
援
を
賜
る
中
で
、
我
々

も
努
力
を
積
み
上
げ
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

島
内
の
活
動

メ
ン
バ
ー
と
話
し
合
っ
て

平
成
27
年
度
の
方
針

収入の部 26 年度予算 26 年度決算 27 年度予算

寄付金 653,000 556,432 550,000

活動収入 235,000 200,210 156,000

雑収入 0 135 0

前期繰越金 119,747 119,747 130,248

収入合計 1,007,747 876,524 836,248

支出の部 26 年度予算 26 年度決算 27 年度予算案

新報費 890,000 654,376 660,000

訪問活動費 0 0 0

活動費 55,000 105,756 105,000

会議費 14,000 10,069 13,000

事務備品費 0 1,069 1,100

通信費 33,000 33,150 33,200

渉外費 0 0 0

雑支出 15,747 17,910 23,948

支出計 1,007,747 822,636 836,248

次期繰越金 0 130,248 0

合計 1,007,747 952,884 836,248

会長　　佐藤就之

副会長　酒井一豊

        光安千久子（三宅島支部長）

事務局長　　栗原未帆

事務局次長　山中恵美子

会計事務　板倉美紀子　

世話人　

吉田信行　菊池忠男 増田奈穂子

京町　横田和之　小高由美子　

山田貴久　森啓予　青木健史

監査　中嶋香保子　真壁舞　

　　　　　　（順不同・敬称略）

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
26
年
度
決
算
・
27
年
度
予
算

神戸からのひまわりは三宅島で咲き続けている。被災地の連帯が続く

平成 27 年度役員
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この新聞は、神奈川県の私立向上高校新聞委員会の卒業生がつくる「ＤＴＰＡ」が編集作業を担当しています。

◎お礼とご報告
　　　ふるさとネット会長　佐藤就之
　母の見守りと介護のために単身で、

約 20 年間、三宅島に帰郷しましたが、

この度、４月より東京都板橋区に戻る

ことになりました。全島避難中は、三

宅島島民連絡会の会長、帰島後は、ふ

るさとネット会長、神着老人クラブ会

長など重責を担ってきました。この間、

皆さまには様々なご協力とご支援を頂

きました。改めて御礼を申し上げます。

　一旦は、三宅島を離れますが、近い

将来には三宅島の地に戻れたらと願っ

ています。

　今後とも変わらぬお付き合いをお願

いいたします。

◎ご寄付のお願い
　日ごろの皆様のご協力に深く感謝申

し上げます。

　三宅島も２月に帰島 10 周年を迎えま

した。また 2000 年６月噴火、９月の全

島避難から 15 周年を迎えようとして

います。これほど噴火災害が長期化し

た例はありません。　しかし、この災

害にひるむことなく帰島島民、帰りた

くても帰れなかった在京者ともども頑

張っています。

それはご支援を続けてくださっている

皆さまの支えがなによりの励ましと

なっているからです。

　また恐縮でございますが、皆さまに

ご寄付をお願いいたしたいと存じます。

　よろしくお願いいたします。

【ご寄付者名】
吉田信行様、倉持房枝様、遠藤文代様、

光安千久子様、白石チズ子様

※平成 27 年２月３日から平成 27 年４

　月 17 日まで。有難うございました。

編
集
後
記

　

三
宅
島
は
、
帰
島
10
周
年

行
事
を
年
間
を
通
じ
て
各
種

イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
実
施
し

て
い
る
。

　

６
月
に
は
、
坪
田
の
多
目

的
ホ
ー
ル
（
２
０
８
名
収

容
）
、
郵
便
局
、
出
張
所
を

併
用
す
る
施
設
を
竣
工
予
定

で
あ
る
。
そ
れ
を
10
周
年
記

念
行
事
に
し
た
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
年
間
を
通
じ

て
毎
月
10
日
に
ふ
る
さ

と
の
湯
の
無
料
化
、
小

笠
原
旅
行
、
７
月
末
の

マ
リ
ン
ス
コ
ー
レ
に
も

村
が
力
を
入
れ
て
い

る
。
今
年
は
、
７
月
連

休
に
神
着
の
御
笏
神

社
の
神
輿
、
８
月
の

上
旬
か
ら
富
賀
神
社

の
巡
り
神
輿
が
始
ま

る
。
観
光
客
は
、
帰
島
後

の
18
年
に
４
万
９
０
５
名

だ
っ
た
の
が
、
25
年
に
は

３
万
３
千
４
８
９
名
に
ま
で

落
ち
込
ん
で
い
る
が
、
10
周

年
を
期
し
て
上
向
き
に
し
た

い
も
の
だ
。

　

ぜ
ひ
三
宅
島
へ
！

　

今
号
で
は
、
三
宅
島
の
文

化
財
や
ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
の

平
成
27
年
度
総
会
、
夏
の
イ

ベ
ン
ト
に
関
す
る
記
事
を
掲

載
し
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
元

会
長
の
結
婚
に
関
す
る
記
事

も
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

の
で
、
春
ら
し
い
華
や
か
な

内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
て
、

多
く
の
観
光
客
が
三
宅
島
を

訪
ね
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
。

　
　
　
　

（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ
一
同
）

　

ふ
る
さ
と

ネ
ッ
ト
の
世

話
人
で
、
本

紙
を
編
集
す

る
Ｄ
Ｔ
Ｐ
Ａ

の
会
員
（
元
会
長
）
の
山

尾
（
旧
姓
）
啓
予
さ
ん
の
結

婚
式
が
、
３
月
14
日
に
東
京

都
中
央
区
に
あ
る
ヴ
ェ
ル
デ

モ
ッ
サ
銀
座
で
行
わ
れ
た
。

　

お
相
手
は

同
じ
会
社
に

務
め
る
森
啓

太
郎
さ
ん
。

式
と
披
露
宴

は
親
族
や
大

勢
の
友
人
等

に
見
守
ら
れ

る
中
、
華
や

か
に
、
そ
し

て
和
や
か
な

雰
囲
気
の
中
で
行
わ
れ
た
。

　

啓
予
さ
ん
と
三
宅
島
の
繋

が
り
は
、
啓
予
さ
ん
が
高
校

生
の
と
き
に
、
所
属
し
て
い

た
新
聞
委
員
会
の
活
動
を
通

じ
取
材
を
し
た
の
が
き
っ
か

け
で
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
も

本
紙
の
編
集
の
み
な
ら
ず
、

ふ
る
さ
と
ネ
ッ
ト
が
神
楽
坂

で
行
わ
れ
て
い
る
あ
お
ぞ
ら

市
に
出
店
を
す
る
き
っ
か
け

け
を
つ
く
る
な
ど
、
幅
広
い

支
援
活
動
を
続
け
て
き
た
。

　

式
に
は
佐
藤
就
之
会
長
と

宗
ノ
子
夫
人
も
参
列
し
、
二

人
の
門
出
を
祝
っ
た
。

披露宴会場で会長ご夫婦と

観光客増のために
夏に向けて様々なイベントが

DTPA元会長が結婚

佐藤さんご夫妻も祝福

　

全
島
避
難
か
ら
の
帰
島
10
周
年
を
迎
え
た
三
宅
島
。
観
光

客
の
数
は
噴
火
前
の
約
半
数
に
ま
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
今

年
度
は
、
夏
に
向
け
て
行
わ
れ
る
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
、

来
島
者
の
数
を
増
や
す
こ
と
が
、
今
後
の
島
の
復
興
に
向
け

こ
れ
ま
で
以
上
に
大
切
な
取
り
組
み
と
な
る
。

イルカと泳げるのも大きな魅力


